
金栗先生に続け！　なごみっ子、健脚を競う！
「第16回金栗四三杯なごみ子ども駅伝大会」

菊水ひまわり園による通常点検

平成29年消防出初式を行いました

　12月17日（土）、町陸上競技協会主催「金栗四三杯な
ごみ子ども駅伝大会」が、６区間約8.6㎞の三加和公民館周
辺コースにて開催されました。
　町内の小学校から９チームが出場し、小学４年生から６
年生の子どもたちが、保護者や地域の人たちの温かい声援
を受けながら、友情のタスキをつなぎ健脚を競いました。
　主な成績は次のとおりです。

【総合の部】
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◎準優勝　三加和小「三加和君１号」
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◎第３位　三加和小「和水ヴルズ」
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　1月8日（日）、あいにくの天気により、和水町体育館で平成29年消防出初
式が開催されました。
　小
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団長率いる消防団員が通常点検などを行いました。また、幼年消防
隊の菊水ひまわり園と神尾保育園の園児による通常点検や鼓笛演奏を行い、そ
れぞれ防火の誓いを宣言しました。なお式典では、年間優秀分団や団長表彰な
どの表彰が行われました。
　表彰は次のとおりです。

　１月３日（火）、東京都内で、第93回箱根駅伝の閉会式
が行われ、最優秀選手に贈られる金栗四三杯の受賞が行わ
れました。
　最優秀選手には、山下りの復路６区で快走を見せた日本
体育大学４年の秋
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選手。自身の持つ区間記録を塗り
替え、２年連続の区間新記録をたたき出し、往路13位だっ
たチームを総合７位に導いたことにより、今回の表彰に至
りました。
　最優秀選手賞「金栗四三杯」を受賞した秋山選手は、
「目標にしていたので光栄です。東京オリンピックでは、
フルマラソンに挑戦したい。」と抱負を語りました。
　今大会では、出場22回目の青山学院大学が往路と復路を
ともに制し、３年連続の総合優勝を果たしました。
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スタートする子どもたち

最優秀選手賞「金栗四三杯」を受賞した秋山選手

最優秀選手（ＭＶＰ）賞　「金栗四三杯」歴代受賞者

第93回「箱根駅伝」　最優秀選手賞「金栗四三杯」
秋山選手（日体大）へ授与

平成29年  和水町消防出初式表彰者

平成28年 年間優秀分団
（最優秀　優勝旗）
H28.1.1～H28.12.31

最優秀分団　第２分団　菊水南校区
　　　２位　第４分団　菊水西校区
　　　３位　第１分団　菊水中央校区

１位　第6分団第2部　旧神尾校区
２位　第2分団第１部　菊水南校区
３位　第5分団第1部　旧緑校区

平成28年 年末警戒報告
（1位　優勝カップ）
H28.12.27実施

１位　第２分団　菊水南校区
２位　第１分団　菊水中央校区
３位　第４分団　菊水西校区

平成29年 消防出初式
通常点検の部

（１位　優勝カップ）

熊本県消防協会  功績章（勤続20年）

熊本県消防協会  勤績章（勤続15年）井
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平成29年和水町消防出初式
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菓

設置場所

１分団  菊水中央校区　２分団  菊水南校区
３分団  菊水東校区　　４分団  菊水西校区
５分団  旧緑校区　　　６分団  旧神尾校区
７分団  旧春富校区

金栗四三杯とは
　箱根駅伝は、本町出身で「日本マラソンの父」と称さ
れる故･金栗四三氏が創設した大会です。
　本町では、金栗氏の名前を箱根駅伝の歴史に刻むとと
もに、町のPRのために、平成15年に関東学生陸上競技
連盟へ申し出を行った結果、第80回大会から最優秀選
手賞が設けられ「金栗四三杯」の贈呈が始まりました。
本町から寄贈している「金栗四三杯」のカップは、金栗
氏が1911年ストックホルム五輪国内予選会で、当時の
世界最高記録を塗り替えて優勝し受賞された時のカップ
を複製したもので、箱根駅伝の閉会式で毎年授与してい
ます。

大会 受賞者　出身大学 大会 受賞者　出身大学

第80回（2004年） 鐘ヶ江幸治（筑波大学）
※関東学連選抜 第87回（2011年） 村澤　明伸（東海大学）

第81回（2005年） 今井　正人（順天堂大学） 第88回（2012年） 柏原　竜二（東洋大学）

第82回（2006年） 今井　正人（順天堂大学） 第89回（2013年） 服部　翔太（日本体育大学）

第83回（2007年） 佐藤　悠基（東海大学）
今井　正人（順天堂大学） 第90回（2014年） 大津　顕杜（東洋大学）

第84回（2008年） 篠藤　　淳（中央学院大学） 第91回（2015年） 神野　大地（青山学院大学）

第85回（2009年） 柏原　竜二（東洋大学） 第92回（2016年） 久保田和真（青山学院大学）

第86回（2010年） 柏原　竜二（東洋大学） 第93回（2017年） 秋山　清仁（日本体育大学）

まちの話題
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